
第 3 章 第１節 イチオシ成果（３ いちご） 

- 81 - 

３ いちご生産の最前線：品種と技術の進化 
○ 昭和 30 年代、収益性が高く水稲の裏作として栽培できるいちごは急速に栽培が広がりました。 

○ 生産量は、昭和 43（1968）年に 13,300t と初めて全国１位となり、それ以降 57 年連続日本一が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 促成品種の開発と収量の向上 

「とちおとめ」は、日本を代表する品種になり、収量も飛躍的に増加しました。しかし、全国的に「とちおとめ」の
普及が進む中、多くのいちご主産県においても、次々とオリジナル品種の開発が進められ、各主産県が独自品種を用い
たブランド化戦略を展開し、いわゆる「いちご品種戦国時代」を迎えました。このような状況の中、本県においては、
「とちおとめ」よりも大果で、多収性を示し、糖度（Brix）は常に 9 度以上で甘酸バランスが良好であり、収穫期間を
とおして品質変動が少ないうえ、果皮が硬く、作業性や輸送性に優れるとともに、炭疽病及び萎黄病などに対する耐病
性も育種目標として、新品種開発を行いました。 

 

(1) 「スカイベリー」「栃木 i27 号」(2012 年 9 月「スカイベリー」商標登録、2014 年 11 月「栃木 i27 号」品種登録） 

いちご「スカイベリー」は、大果で果実外観に優れる「00-24-

1」を種子親、食味がよく炭疽病に強い「栃木20号」を花粉親と

して平成18（2006）年に交配し、得られた実生個体から選抜しま

した。 

「スカイベリー」は、草姿は立性で、ランナーの発生は良好、

草勢は強く、厳寒期の草勢低下も少なく、頂花房の着花数は5～

7花と少ないです。一方、平均一果重は25ｇを超え極めて大きい

ため、収量は「とちおとめ」より20％以上多いです。果形は円錐

形、果皮色は濃橙赤で光沢があり、果実硬度は全期間を通して「と

ちおとめ」よりもやや硬く、糖度・酸度は「とちおとめ」よりや

や低いですが、糖酸比は「とちおとめ」並みに高く、果肉は粘質

でみずみずしく、食味が良いなどの特性を有します。 

栽培技術では、課題となっていた果実の着色不良対策について、単棟パイプハウスでは、内張り部の裾上げや、肩換

気を行うことによって、換気等に伴うハウス内温度の急激な低下を防ぐことが可能となり、「スカイベリー」のへた元

まだら果、へた元緑果などの着色障害果発生を抑制できることが分かりました。 

写真１ 「スカイベリー」 
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図 2 栃木県における品種作付けの推移 

スカイベリ

(2) 「ミルキーベリー」「栃木 iW1 号」(2018 年 6 月「ミルキーベリー」商標登録、2024 年６月「栃木 iW1 号」品種登

録) 

「栃木 iW1 号」は、白いちごの促成栽培用品種として果皮色が

黄白色で硬い「和田初こい実生系統」を種子親とし、果皮色が淡赤

で食味に優れる「09-52-1」を花粉親として平成 25（2013）年に交

配し、得られた実生個体から選抜しました。 

「ミルキーベリー」は、草姿は開張性で、葉色は「とちおとめ」

よりやや淡く、ランナーの発生および草勢は「とちおとめ」並で

す。頂花房の着花数は 10～12 個で「とちおとめ」より少ないが、

平均一果重は 20ｇを超え「とちおとめ」より大きいため、収量は

「とちおとめ」に比べ 10％程度多いです。果形は円錐形、果皮色

は黄白色で光沢があり、果実硬度は「とちおとめ」と同程度です。 

糖度(Brix)は「とちおとめ」と同等で、酸度が低いため、糖酸比は「とちおとめ」より高く、食味が優れます。果肉は

粘着質で熟度が進むとねっとり感が増します。 

栽培技術では、育苗時の窒素施肥量は 80mg/株が適当で、本ぽにおける適正窒素施肥量は、収量 5,000kg/10a の場合、

窒素吸収量は 13kg/10a で、施肥量を試算すると 17kg/10a が適正量でした。また、本ぽでの日中の温度管理は、厳寒期

までは高温管理、暖候期は低温または慣行管理とすることで、収量が多く品質も安定しました。収穫・出荷の際には、

気泡緩衝材やフルーツキャップを用いることで、輸送時の衝撃による黄変果の発生を軽減できました。 

 

(3) 「とちあいか」（「栃木 i37 号」）」（2020 年 3 月「とちあいか」商標登録、2024 年６月「栃木 i37 号」品種登録） 

いちご「とちあいか」は、大果で収穫始期が早く収量性に優れる

「栃木32号」を種子親とし、萎黄病に耐病性を有する「09-48-5」

を花粉親として平成24（2012）年に交配し、得られた実生個体か

ら選抜しました。「とちあいか」は、草勢は立性で、ランナーの発

生は良好であり、草勢は強く、厳寒期の草勢低下も少ないです。花

芽分化は 「とちおとめ」よりも10日程度早く、頂花房の着花数は

8～10花と少ないですが、平均一果重は20g程度と大きく、収量は

「とちおとめ」に比べ20％程度多いです。果形は心臓形、果皮色は

鮮赤で光沢があり、果実硬度は「とちおとめ」よりも硬いです。 

糖度（Brix）は「とちおとめ」と同等で、酸度は低く、食味は良好です。また、萎黄病に対する耐病性を有します。

「とちあいかは」は令和５（2023）年度（令和６年産）に「とちおとめ」の栽培面積を超し県内で最も栽培されている

品種となり、令和６（2024）年度（令和７年産）は県内の約80％の栽培面積となっています。 

 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

写真２ 「ミルキーベリー」 

写真３ 「とちあいか」 
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(4) いちご「とちあいか」の栽培技術の確立 

花芽分化は、8 時間日長と 12 時間日長で大きな差は見られず、

日長時間を 12 時間まで延長しても花芽分化は遅延しないことが

示唆されました。また、育苗中の施肥量を「とちおとめ」より多

くしても、日長が 12 時間程度までであれば、温度を 12℃に設定

することで頂花房の花芽分化が促進されると考えられました。 

窒素施肥基準量は、「とちおとめ」と同じ 10a 当たり 20kg が

適正と考えられました。本試験の栽培条件では、窒素吸収量は

17kg/10a、収量は 7,000kg/10a であり、収量は「とちおとめ」よ

り 40%程度多くなりました。また、リン酸の吸収量は 10kg、カ

リは 23kg/10a でした。 

年内および厳寒期の着色は、「とちおとめ」と同様に果実先端部からガク着生部に向かって着色する傾向がありまし

た。年内や暖候期においては「とちおとめ」に比べ着色開始後の着色が早いことが分かりました。「とちあいか」の熟

度ごとの糖度は、「とちおとめ」に比べ年内および厳寒期は同程度か低い傾向でしたが暖候期は高く、時期にかかわら

ず酸度はかなり低かったため、糖酸比は顕著に高くなりました。 

炭酸ガス施用は、増収効果が認められるとともに、不受精果の発生がやや低減することがわかりました。炭酸ガス施

用下における日中の温度管理は、「とちおとめ」と同様または高めの設定で収量が多くなりました。 

株間は、21、24、27cm と変えても、単位面積の収量には大きな差ありませんでしたが、時期別の収量や収穫できる

果実の大きさの割合が異なることが分かりました。 

芽数の管理では、定植直後の不定芽を残すことで、1 月下旬

～2 月上旬に増収することが明らかとなりました。また、2 月

以降に発生した不定芽を摘除することで、４月以降の収量の減

少を抑えられることが分かりました。また、芽数を放任管理す

ることで、収穫期後半に過繁茂によって作業性が低下し、障害

果の発生がやや増加することが明らかとなりました。 

 
２ 今後の取組について 

昨今の異常気象による高温は、花芽分化の遅延を引き起こし、収穫始期が遅れるという影響がでています。また、省力
的な品種や技術、耐病性品種、ニーズに対応した高付加価値な品種や技術が求められています。 

品種の開発では、異常気象の高温下でも花芽が形成され、安定栽培が可能な高品質で多収な品種の育成を行います。ま
た、生産現場の育苗労力の軽減が図られる種子繁殖性いちご品種の開発も行っていきます。そして、耐病性育種のため、
開発した耐病性 DNA マーカーでの選抜を行い、併せて、更なるＤＮＡマーカーの開発も行っていきます。栽培技術で
は、スマート農業に対応した新技術を開発するとともに、生産者の経営やいちごに関するマーケティングや経営モデルの
提示等の調査研究を実施し、生産者、実需者、消費者の皆様の要望に応えられるよう、そして「いちご王国・栃木」とし
て日本一であり続けられるよう試験研究に取り組んで参ります。 

 

(いちご研究所) 

 

表 芽数管理と収量 

窒素施肥量 

図 3「とちあいか」の窒素吸収10
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